
福島市中央地区地区説明会
小学校３校の再編に関する基本方針について

（福島第一小学校・福島第四小学校・清明小学校）

福島市教育委員会

１ なぜ中央地区の３つの小学校が再編の対象になったのか

２ 福島市中央地区教育構想検討会とは何か

３ 福島市中央地区小学校再編に向けた基本方針の内容について

４ 今後の予定について



なぜ中央地区の３つの小学校が
再編の対象になったのか

福島市教育委員会

１ 集団規模に課題を抱える学校の教育環境
の早急な改善を図る

２ 教育活動の一層の充実を目指す新たな取組と
の連動により教育環境の改善を図る

３ 公共施設マネジメントや安全・安心等の総合
的な視点から教育環境の改善を図る

第一次実施計画本市学校の適正規模・規制配置の基本方針



「中央地区教育構想検討会」とは

•目的＝各組織の代表者による基本方針の策定

•基本方針＝どのような学校がふさわしいか

• （参考） 上記の学校を 「どこに」 「どのように」 創るか ＝ “再編計画”

福島市教育委員会



基本方針策定までの経緯

•検討委員１５名による計９回の検討会を開催
（保護者、校長会、児童福祉、社会教育、自治振興協議会、女性団体、商工会）

•委員による３校への現地視察研究、先進校研究、
グループ協議、全体協議

福島市教育委員会



基本方針（立体目次）

福島市教育委員会



中央地区３校区の実態（課題と強み）
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中央地区３校区の実態（課題と強み）
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清明小学校



中央地区３校区の実態（課題と強み）

少人数教育の強み ＝ きめ細やかな指導

少人数教育の課題 ＝ 教育活動の様々な制限

・体育科の団体競技、音楽科の合唱や合奏ができない
・人間関係の固定化
・学校行事の小規模化



今、求められる学校教育への期待

福島市教育委員会
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市民の意見

福島市教育委員会



中央地区にふさわしい未来の学校像

福島市教育委員会



今後の予定

•基本方針の地区説明会

•再編計画の策定（どこに・どのように）

•施設整備に向けた検討会の開催

•開校までのロードマップ作成と公表

福島市教育委員会

•開校に向けた準備委員会の開催
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